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第
六
回

行
幸
地
下
通
路

　
東
京
駅
丸
の
内
口
か
ら
皇
居
へ
と
一
直

線
に
続
く
行
幸
通
り
。
こ
こ
は
東
京
を
代

表
す
る
景
観
で
も
あ
り
、
日
本
に
赴
任
す

る
各
国
大
使
が
天
皇
陛
下
に
信
任
状
を
捧

呈
す
る
儀
式
の
際
に
馬
車
や
車
が
通
行
す

る
ル
ー
ト
と
も
な
っ
て
い
る
格
調
高
い
道

路
。
そ
の
地
下
に
整
備
さ
れ
た
の
が
、
行

幸
地
下
通
路
だ
。

　
も
と
も
と
こ
の
場
所
は
、
一
九
六
〇
年

に
で
き
た
日
本
初
の
都
市
計
画
駐
車
場
だ

っ
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
り

再
開
発
に
よ
っ
て
丸
の
内
界
隈
の
ビ
ル
に

付
置
駐
車
場
が
増
え
た
た
め
、
二
〇
〇
七

年
の
新
丸
ビ
ル
建
て
替
え
と
同
時
に
、
地

下
一
階
と
二
階
の
二
層
の
う
ち
、
地
下
一

階
の
部
分
を
歩
行
者
用
通
路
と
し
た
。

　
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
東
京
都
、
千
代

田
区
や
学
識
経
験
者
な
ど
で
、
通
路
の
あ

り
方
を
検
討
す
る
会
議
が
開
か
れ
、
単
な

る
通
路
で
は
な
く
、
情
報
発
信
機
能
、
ア

メ
ニ
テ
ィ
性
な
ど
を
持
つ
よ
う
に
通
路
両

側
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
設
け
ら
れ
た
。

　
丸
ビ
ル
と
新
丸
ビ
ル
を
つ
な
ぐ
通
路
に

は
、
か
つ
て
の
こ
の
界
隈
の
「
一
丁
紐
育
」

と
言
わ
れ
た
建
築
デ
ザ
イ
ン
を
再
現
し
、

一
九
二
八
年
築
の
丸
の
内
八
重
洲
ビ
ル
の
窓

の
面
格
子
が
再
利
用
さ
れ
て
い
る
。
地
上

の
東
京
駅
赤
煉
瓦
駅
舎
と
二
重
並
木
の
通

り
に
も
ひ
け
を
と
ら
な
い
風
格
あ
る
空
間

が
、
こ
の
地
下
に
お
い
て
も
実
現
し
て
い
る
。

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

サ
ッ
カ
ー
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
報
道
写
真

展
、
若
手
美
術
作
家
の
作
品
を
展
示
す
る

「
ア
ー
ト
ア
ワ
ー
ド
ト
ー
キ
ョ
ー
」、
丸
の

内
エ
リ
ア
が
展
開
し
た
ク
リ
ス
マ
ス
企
画

や
、
土
木
学
会
の
保
有
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
展
示
な
ど
が
過
去
に
実
施
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
毎
年
五
月
に
東
京
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
行
わ
れ
る
音
楽
イ
ベ
ン
ト
「
ラ
・

フ
ォ
ル
・
ジ
ュ
ル
ネ
」
の
期
間
に
は
、
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
て
い
る
。
こ
の

ほ
か
、
カ
フ
ェ
や
災
害
時
の
帰
宅
困
難
者

の
受
け
入
れ
場
所
と
し
て
の
利
用
の
可
能

性
も
検
討
中
と
い
う
こ
と
で
、
今
後
の
さ

ら
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。
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た
だ
い
ま
行
幸
地
下
通
路
で
は
、
毎
週
金

曜
日
に
「
行
幸
マ
ル
シ
ェ
×
青
空
市
場
」
を

開
催
。
三
年
ほ
ど
前
か
ら
月
一
回
開
催
さ
れ

て
い
た
も
の
が
、好
評
の
た
め
拡
充
。栃
木
、

福
島
な
ど
の
産
地
か
ら
野
菜
、
果
物
、
卵
な

ど
の
生
鮮
品
、
お
菓
子
、
パ
ン
な
ど
の
店
が

出
店
。
安
く
て
新
鮮
な
品
が
揃
う
。
丸
の
内

地
区
に
勤
め
る
女
性
を
中
心
と
し
た
利
用
者

が
多
く
、
こ
こ
で
の
買
い
物
が
週
末
の
食
生

活
充
実
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
、
好
評
を
得

て
い
る
。
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